


半世紀余りの社会保障制度審議会（制度審）の
歴史の中で会長を担ったのは4名に過ぎなかった
（初期の短期間2名を除く）が、実質第2代、第3
代の会長を担ったのが大河内一男と隅谷三喜男で
ある。彼らが会長であったのは、福祉元年である
と同時にオイルショックと狂乱物価に見舞われた
1973年から、80年代中盤の健保・年金の大改正、
老人保健法の成立、消費税導入、バブル経済と崩
壊を経て、介護保険創設議論が相当本格化した
1995年までであった。この頃制度審では、大河
内の下で年金を中心に高齢化が社会保障にもた
らす諸課題に労力を注ぎ、隅谷の下で第3の、そ
して最後の総合勧告をまとめた。総合勧告は発展
を遂げた一方で、80年代には厳しい論調にも晒
された社会保障の意義や価値を再確認するもの
であったが、同時に、大河内が逝去前に提唱した
が、自身では制度審の意見に反映する機会がな
かった転回後の理論を、弟子の隅谷の下で、メイ
ンメッセージである社会保障の新たな理念に取

り込んだのであった。
彼らの所蔵に係る社会保障に関する大量の資料
の、戦前期からの社会保障史を研究する上での貴
重さは疑うまでもない。制度審に関し一例をあげ
ると、勧告等文書は委員自ら筆を執ることが慣習
化されていたが、素案から最終案までの経過を分
析する根拠となるであろう、特定委員の意見や案
文の修正過程をうかがわせる資料も含まれてい
る。それらの多くは国立公文書館保存の公式資料
には期待し難いと思われるが、他にも単なるメモ
書きや、大河内や隅谷の「書き込み」がある資料
も多々あり、テーマを超えて彼らの当時の思考を
直接伺える機会に胸が躍る。同時に、膨大なリス
トを前に研究者としての焦燥感とともに、先人の
尽力の上に成り立つ社会保障をより良い形で次
世代につなげていくためにも、これらを掘り下
げ、来し方の正しい理解の下に今日の課題を論ぜ
ねばと、研究への更なる意欲も駆り立てられる。
これも、この資料集の魅力である。
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